
おはなし会の予定 

★おはなしだっこ【赤ちゃん対象】 

 第１木曜 １歳児以上 10：00～ 

      ０歳児   10：45～ 
 

★おはなしの時間【幼児対象】 

第１・３土曜日    11：00～  
 

★おはなしの広場【幼児～小学生】 

 第２・４土曜日    11：00～ 

１１月１日は「古典の日」です。古典文学には難しい印象があり

ますが、長く読み継がれ、受け継がれてきたものならではの“おも

しろさ”や“魅力”があります。１１月の特集でも取り上げています

が、近年映像化され、話題になった作品も多くあります。この機

会に、ぜひ古典文学をお楽しみください♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆青空図書館開催（１０月２５日（日）） 

青空図書館の名前にピッタリな素晴らしい秋晴れのもと、大盛況に終えるこ

とができました。今年は本のリサイクルフェアも同時開催し、絵本の読み聞

かせやワークショップなどたくさんの方にご来場いただきました。参加して

くれた皆様、ありがとうございました！ 

尾鷲市立図書館（〒519-3616三重県尾鷲市中村町 10-41） 

開館時間 火～金 9：30～19：00／土日祝 9：30～17：00 

休 館 日 月曜日・月末      ※月曜日が祝日の場合は翌日休館 

年末年始・蔵書点検期間  月末が土日の場合は直前の金曜日休館 

電話番号 0597-23-8282 FAX 0597-23-8283 

図書館HP https://ilisod003.apsel.jp/owase-library/ 

≪目次≫ 

・やっぱり古典はおもしろい！ 

・図書館利用者さんの 

「これ読んでみぃまー！」 

・図書館エッセイ…西川光子さん       

「ママ、これ読んで。」 

子どもが本を持って、にこにこ顔で近寄ってくる。そんな時、自

分もそうだったのかなと昔を思い出す。 

小学校に入る前は、共働きの両親の代わりに、隣に住む祖母が私

の面倒を見てくれていた。家には、母の絵本がたくさんあった。お

とぎ話や昔話、１１匹のねこ、不思議なたけのこやおしいれのぼう

けん…。祖母におねだりして、よく絵本を読んでもらっていた。お

気に入りの本は 

「もう一回読んで。」 

と頼んで何回も。祖母はそれに答えて何回でも絵本を読んでくれた。

寝る前には母にも頼んでいた。ふかふかの布団の中で、寝かしつけ

られながら本を読んでもらった時間。そばにいてほしいとき、つら

いことがあったときでも、その時間は幸せな気分だったように思う。 

そのおかげか、今でも本が好きだ。実際に北極に行ったり宇宙飛

行士になったりすることは、なかなか困難だ。ましてや、魔法が使

えるようになったり、王様になったりするなんてことはもっと難し

い。しかし、本の中にはいろいろな冒険がたくさんある。簡単には

旅行に行けなくなった今でも、本を開くだけですぐにいろいろな世

界に行くことができる。 

人は、遠くの出来事には優しく、近くの出来事には厳しいと聞い

たことがある。どうしようかと迷うとき、一歩下がって、全体が見

える位置に立つと、進むべき道が見つかることがよくある。本を読

むことが、大きな視野に立って、物事を眺める時間にもなっている。

ときどき立ち止まって、昨日のことや明日のことを思い描いてみる。

そうして、今の自分を見つめ直すことができる。 

読んでもらう側から読んであげる側に変わった今、子どもがいろ

いろな世界に飛び出していく手伝いをしている気持ちで、読み聞か

せをしている。疲れていて「今日はごめん」という日もあるが、祖

母や母の思いをつないでいくために、かわいいおねだりには答えて

いこう。できるだけ。 

📖図書館エッセイ📖 

広い世界は目の前に 

尾鷲市立図書館協議会委員 西川 光子 

・「ねぇねぇ知っとる？」 

…よもやまばなし 

・３ヶ月ランキング 

・図書館 HP 便利機能 

・図書館行事報告／カレンダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「万葉集」の中から、名

もなき人から天皇までが

詠った万葉の秀歌を厳選

しています。原文の漢字

や口語訳、背景や語句説

明や作品解説していま

す。 

『超訳マンガ 
百人一首物語』 

   （学研プラス） 

百人一首の全和歌がスト

ーリーマンガ化。小野小

町、在原業平、藤原定家

ら、歌人や、和歌が詠ま

れた背景や和歌の意味が

よくわかります。 

『雨上がり月霞む夜』 
（西條 奈加∥著  

中央公論新社） 

火事で店を失った秋成は、

幼なじみの雨月の庵に居

候します。しかし次々と不

可解な事象が振りかかり

…。雨月物語に大胆な現代

的解釈を試みた連作短篇

集です。 

 
 
（内館 牧子著、幻冬舎） 

ある日突然、『源氏物語』

の世界にトリップして

しまった主人公。悪戦苦

闘しながらも、陰陽師と

して居場所を見つけま

すが…。 



『八朔の雪』みをつくし料理帖シリーズ 

（髙田  郁∥著、角川春樹事務所） 

神田御台所町で薄い上方料理を出す「つる家」。店を

任され、調理場で腕を振るう澪は、故郷の大坂で両

親を失い天涯孤独の身であった。澪の奮闘と、それ

を囲む人々の人情が織りなす、連作時代小説です！ 

『「繊細さん」の本』 

（武田 友紀∥著、飛鳥新社） 

HSP(とても敏感な人)専門カウンセラーが、繊細で

ストレスを感じやすい人が、繊細な感性を大切に

したまま、ラクに生きる方法を伝授。武田さんの

新刊『「繊細さん」の知恵袋』もあります。 

2020年７月～９月です 

 

 

 

 

２位『流人道中記』上･下（浅田 次郎∥著、中央公論新社） 

  『慶事の魔』（千野 隆司∥著、双葉社） 

３位『呉・広島ダブル殺人事件』（西村 京太郎∥著、双葉社） 

  『決別』（上田 秀人∥著、徳間書店） 

…………………★ 小説以外の１位 ★………………… 

『月10万円でより豊かに暮らす 

ミニマリスト生活』（ミニマリストTakeru∥著、 

クロスメディア・パブリッシング） 

 

『桐谷さんの株主優待生活 定年後も安心!』 

（桐谷 広人∥著、祥伝社） 

365 日株主優待で暮らす著者が、いい優待がついた

株に分散投資して、原資を目減りさせずに豊かな生

活を送る方法を紹介。外食、映画、プレゼント、旅

行など、オススメの鉄板銘柄 84 本も掲載！ 

 

毎月第３火曜日の１３時３０分から１５時３０分、 

中央公民館１階の小会議室に楽しそうな声が響きます。 

図書館サークル「よもやまばなし」にお邪魔しました。 

毎月１冊名作や話題作を読み、感想から映画や音楽などいろいろな 

話題に広がり、話しに花が咲きます。実は「よもやまばなし」は 

歴史あるサークルで、英文学者の土井治氏が講師を務めたサークル 

が元になっています。興味のある方は、一度のぞきに来てくださいね♪ 

数多くの名作を読んでいる「よもやまばなし」の 

会員のみなさんに、おすすめの本を伺いました。 

明治文学など名作や新刊の小説など幅広く紹介していた 

だきました！ぜひこの機会に読んでみてはどうですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回に引き続き、ＨＰの知られざる機能をご紹介します。

新着案内配信サービスとは、読みたい作家やテーマの本を

あらかじめ登録しておくと、メールでお知らせするサービ

スです。気になる本があれば、別途予約をお願いします。 
 

図書館トップページ→ 利用者メニュー をクリック 

 新着案内配信サービス → ログイン → 新規登録  

 

 

 

 

 

 

 

☆ＰＣ・スマホのどちらからでも登録ができます。登録方法

がわからない場合は、図書館窓口までお問い合わせください。 

 

            

「山月記」 
人はいかなる時に、人を捨てて畜

生に成り下がるのか。中国の古典

に想を得て、人間の心の深奥を描

き出した名作。 

『太平洋食堂』 
柳 広司∥著、小学館 

紀州・新宮に洋食屋「太平洋食堂」

が開店。店の主人は、地元で慕わ

れていた医師・大石誠之助。常に

貧しき人の側に立って行動する

誠之助は、国家から監視されるよ

うになり…。 

「舞姫」 
(『舞姫 うたかたの記』収録) 

森 鴎外∥作、岩波書店 

ベルリン留学中の豊太郎は、街で出会

った美しい踊り子・エリスの危機を救

いふたりは恋に落ちます。栄誉を捨て、

愛を貫こうと決意しますが。鴎外の体

験をもとにした名作です。 

『魔女か天女か』 
中村 ふみ∥著、枻出版社 

時の権力者、豊臣秀吉が起こした

戦により、母や友を亡くした赤髪

の少女千寿。その仇を討つために

京都へ向かう。戦国末期を舞台に

したファンタジー小説です。 

 

「杜子春」 
(『杜子春・トロッコ・魔術』収録) 

芥川 竜之介∥著、講談社 

仙人に弟子入りした杜子春。彼に課

された条件は「決して声を出さない

こと」。杜子春が平凡に生きる喜びを

見つけるまでを描いた作品です。 

「たけくらべ」 
樋口 一葉∥著、新潮文庫刊 

 (『にごりえ・たけくらべ』収録) 

今を盛りの遊女を姉に持つ 14 歳

の美登利と、ゆくゆくは僧侶になる

定めの信如との思春期の淡く密か

な恋のものがたり。明治の女流作

家、樋口一葉の代表作です。 

『きたきた捕物帖』 
（宮部 みゆき∥著、 PHP研究所）  

江戸は深川、親分の跡を継いで岡っ引き北一が、

相棒・喜多次やおかみさんの力を借りて成長し、

事件を解決する物語。 

謎解き×怪異×人情の捕物帖、新シリーズ！ 

 

美味しい料理と人情が交差する物語。 

長いこと続くシリーズが多い時代小説のなかでも 

１１巻で完結するのもまた良いなぁ。 

しかもハッピーエンドやんな！ 

テレビにも出演されている著者なので親しみやすいです。 

内容もわかりやすく、株を始めるまでの手順も簡単に書かれて

いるので、すぐにでも始められます。お得情報もたくさんある

ので、株をやっている人も是非手に取ってみてください。 

『モンテ・クリスト伯』 
デュマ，アレクサンドル∥作 

        岩波書店 
世界の文学史上最も有名な復讐鬼、

モンテ・クリスト伯。無実の罪で捕

えられ牢獄生活を送った彼は、脱獄

し、壮大な復讐劇を開始する…。 

近年ドラマ化された作品です。 

「李陵」 
母国に忠誠を誓う李陵、孤独な文

人・司馬遷、不屈の行動人・蘇武、

三者三様の苦難と運命を描いた作

品。作品が書かれた戦前の時代背景

が色濃く出た作品です。 

人と一緒に過ごすことや話すことが嫌いではないのに、なぜか 

とても気疲れする。無意識に相手の気持ちや立場を考えすぎて

しまう。そういった方々が、「自分の心に正直に生きる」こと

の大切さやその方法を学ぶことができる１冊。 


